	平成30年度リーディング企業成長助成補助金交付要望書


平成　　年　　月　　日　
公益財団法人くまもと産業支援財団
理事長　　　　　　　　　　　　　様

	（申請者）
	住所
	

	
	名称
	

	
	代表者（職・氏名）
	
	印


平成３０年度リーディング企業成長助成補助金交付要望書
標記補助金の交付を受けたいので、下記の書類を添えて要望します。

１　別紙（事業計画書）
２　その他参考資料等
①直近３期分の決算書
②企業概要（パンフレット等）
③事業計画書補足説明するための参考資料等

リーディング企業成長計画書（当初）
	リーディング育成企業認定年月日
	平成　　年　　月　　日
	

	

	名称
	

	代表者
	(役職)
	
	(氏名)
	

	本社所在地
	〒


	県内事業所
所在地
	〒


	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
アドレス
	

	担当者
連絡先
	(部署)
	
	(役職)
	
	(氏名)
	

	
	(電話番号)
	
	(FAX番号)
	

	
	(メールアドレス)
	

	創業／設立
	(創業)
	　　年　　月　　日
	(設立)
	　　年　　月　　日

	業種
(日本標準産業
分類による)
	(大分類)
	(中分類)
	(細分類)

	
	
	
	


	資本金額
	
	百万円
	従業員数
	
	人
	決算期
	
	月

	株主構成
	氏名
	役員・会社
との関係
	シェア
（％）
	売上構成
	製品・商品等名
	シェア
（％）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	主要販売先
	会社名
	製品・商品等名
	シェア
（％）
	主要仕入先
	会社名
	製品・商品等名
	シェア
（％）

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	１　企業の概要、沿革等

（１）企業概要　　※既存のパンフレット等で可

	

	（２）企業の沿革　　※既存のパンフレット等で可

	

	２　リーディング企業への成長計画

（１）今後１０年間の成長計画のテーマ
付加価値額向上を図るために、企業の強み弱みを踏まえ取組むテーマを一文で記載すること。

この文言は、今後対外的な説明等に用いることがあるので留意すること。

	

	（２）認定期間で取組む成長計画
（１）のテーマに基づき、認定期間となる４事業年度で取組む成長計画を２～３程度箇条書きすること。

	


補助事業計画書
	補助事業のテーマ名
今回、補助事業として取組むテーマを一文で記載すること。

この文言は、今後対外的な説明等に用いることがあるので留意すること。

	

	補助事業の概要
今回、補助事業として取組むことによって、付加価値額向上を加速化させることができるか、目標とする付加価値額向上にどのくらい寄与するのか等を踏まえ、その概要を記載すること。

	

	補助事業の具体的な内容

	(１)新技術・新商品開発事業

新技術の研究開発、新商品の試作・改良等に係る取組内容を記載すること。
開発する新技術・新商品について、技術的な課題、競合他社商品との比較（優位性・新規性・独創性等）、市場分析（顧客数・市場規模・将来性等）、販売先の見込み等を具体的に記載すること。

	

	○事業実施体制

研究開発に係る社内・社外（大学等外部機関）の実施体制について、人員配置、業務内容等を具体的に記載すること。

	

	(２)販路開拓事業

展示会・見本市等への出展、販路開拓に関する調査等に係る取組内容を具体的に記載すること。
販路開拓する商品の販売戦略について、商品の競合他社商品との比較（優位性・新規性・独創性等）、市場分析（顧客数・市場規模・将来性等）、販売先の見込み等を具体的に記載すること。

	

	

	○事業実施体制

販路開拓・営業に係る社内・社外（外部指導者・協力者等）の実施体制について、人員配置、業務内容等を具体的に記載すること。

	

	(３)生産性向上事業

設備導入による生産設備の強化、他社特許の利用等による生産技術の強化等に係る取組内容を具体的に記載すること。

	○事業実施体制

生産性向上に係る社内・社外（外部指導者・協力者等）の実施体制について、人員配置、業務内容等を具体的に記載すること。

	

	補助事業終了後の売上計画

補助事業の成果の事業化又は販売の見込みについて、数値目標を記載すること。

	商品・事業名
現在

1年後

2年後

3年後

4年後

5年後

10年後

個数(個)
金額(千円)
個数(個)
金額(千円)
個数(個)
金額(千円)
個数(個)
金額(千円)


	補助事業の実施スケジュール

補助事業の成果の事業化又は販売の見込みについて、数値目標を記載すること。

	6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月


	過去に受けた補助金・助成金など（申請当該年度採択分を含む）

	時期
	対象事業
	交付機関・制度名
	金額（千円）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	補助事業

担当者
連絡先
	(部署)
	
	(役職)
	
	(氏名)
	

	
	(電話番号)
	
	(FAX番号)
	

	
	(メールアドレス)
	

	経理
担当者
連絡先
	(部署)
	
	(役職)
	
	(氏名)
	

	
	(電話番号)
	
	(FAX番号)
	

	
	(メールアドレス)
	


経費内訳

	①新技術・新商品開発事業
	（単位：円）

	経費

区分
	内容
	積算明細
	補助事業に

要する経費
	補助対象経費
	補助金申請額

	謝金
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	直接人件費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	研究開発費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	庁費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	設備導入費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	特許使用料
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	①合計
	
	
	
	
	


	

	②販路開拓事業
	（単位：円）

	経費

区分
	内容
	積算明細
	補助事業に

要する経費
	補助対象経費
	補助金申請額

	謝金
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	庁費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	②合計
	
	
	
	
	

	③生産性向上事業
	（単位：円）

	経費

区分
	内容
	積算明細
	補助事業に

要する経費
	補助対象経費
	補助金申請額

	謝金
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	庁費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	設備導入費
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	特許使用料
	
	
	
	
	

	小計
	
	
	
	
	

	③合計
	
	
	
	
	

	①＋②＋③
総計
	
	
	
	
	


【記載上の注意】

≪事業内容≫

・各事項簡潔に記載したうえで、詳細については別紙を用いるなどできるだけ具体的に記載してください。

≪経費内訳≫

・補助対象経費の区分ごとに記載してください。

・「積算明細」の欄には、個別具体的に記載し、必要に応じて内訳を添付してください。

・「補助事業に要する経費」とは、事業を遂行するのに必要な経費をいい、積算明細を合計した金額をいいます。金額については、なるべく正確な金額を記載してください。

・「補助対象経費」とは、「補助事業に要する経費」のうちで、補助対象となる経費を記載してください。消費税は、補助対象外です。

・「補助金申請額」とは、「補助対象経費」のうち補助金の交付を希望する額で、補助限度額又は「補助対象経費」に補助率２／３を乗じた額（円未満の端数切捨て）のいずれか低い額を記載してください。

補助事業収支予算書

１　収入の部

	区分
	
	予算額
	比較
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	補 助 金
	
	
	
	
	

	自己負担
	
	
	
	
	

	借入金
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


２　支出の部

	区分
	
	予算額
	比較
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	謝金
	
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	
	

	直接
人件費
	
	
	
	
	

	研    究
開 発 費
	
	
	
	
	

	庁費
	
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


（注）区分欄の記入方法

・経費内訳の補助事業に要する経費総計と一致すること。

・金融機関等からの借入金がある場合、備考欄に金融機関等の名称及び借入予定額を記入すること。

